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はじめに 

 
 たばこ火災は、住宅火災における死者の発生原因の上位を占めており、たばこ火

災を減らすこと、そして、たばこ火災による死者を減らすことは消防行政の中で非

常に大きなテーマの一つです。 
たばこ火災については、長年研究がなされておりますが、たばこによって火災に

至るメカニズムは大変複雑なものであり、単に裸火としてのたばこ自体の特性だけ

ではなく、その周囲の着火物の素材や湿度をはじめ、たばこと着火物との位置関係

など様々な条件が複雑に絡み合って出火に至っているということがわかってきまし

た。 

今回の検討の対象である加熱式たばこ等は、近年になり市場が拡大している、こ

れまで存在しなかった新しい製品であることから、これらが火災リスクという点で

は従来のたばこの喫煙とどのように異なるのか、あるいは、たばこ火災の低減にど

の様な効果を期待できるのか、明確にはわかっておりませんでした。また、そのた

めに、これを火災予防上どう扱うべきなのかが課題となっていました。 

そこで本検討会では、わが国で現在市販されている主な複数種類の加熱式たばこ

製品について、まずその喫煙方法や加熱条件など、たばこの加熱機構等について比

較整理するとともに、わが国の生活様式を前提とした典型的なたばこ火災の発生条

件を模擬し、複数種類の加熱式たばこと従来の代表的な紙巻たばこを試験体として、

火災発生リスクの比較実験を行い、今後の防火安全対策についての方針をとりまと

めました。 

本報告書の内容を参考に、全国の消防本部においてたばこ火災の低減に向けた取

組が進むことを期待しています。 

 
加熱式たばこ等の安全対策検討会 

座長 関澤 愛 



 
 

  



 
 

目次 

 

第１章 検討の目的等 
 １ 目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 ２ 現行の消防法令基準と課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 ３ 検討項目及びスケジュール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

 ４ 検討の実施体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

 

第２章 加熱式たばこの実態等 

 １ 加熱式たばこ等の区分・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

 ２ 事業者提出資料等に基づく加熱式たばこの安全装置等・・・・・・・・・・・・・６ 

 ３ たばこ火災の実態分析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

 ４ 危険物施設における「たばこ」・「ライター」に起因する事故発生状況・・・・・・22 

 ５ 危険物施設における加熱式たばこの運用状況等について・・・・・・・・・・・・22 

 

第３章 比較検証実験 

 １ 実験の対象とする加熱式たばこ等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25 

 ２ 比較検証実験の概要と結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26 

 ３ 比較検証実験のまとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36 

 

第４章 まとめ 

 １ 加熱式たばこ等の火災発生危険について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37 

 ２ 加熱式たばこの防火安全対策の方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37 

 

 

資料 

 １ IQOS 2.4PLUS フィリップモリスジャパン合同会社提供資料  

 ２ Ploom TECH 日本たばこ産業株式会社提供資料 

 ３ glo ブリティッシュ・アメリカン・タバコ・ジャパン合同会社提供資料 

 ４ 危険物施設における「たばこ」・「ライター」に起因する火災事例 

 ５ 加熱式たばこ検証実験報告書（矢崎エナジーシステム株式会社） 

 
参考資料 

 １ 新製品 フィリップモリスジャパン合同会社提供資料 

 ２ 新製品 日本たばこ産業株式会社提供資料 

 

 



 
 

  



1 
 

第１章 検討の目的等 

 

１ 目的 

火を使用しない新たなたばこ（加熱式たばこ等）の市場が急速に拡大する中、これらの火災 

発生危険を検証・整理するなどして、消防法令等の適用及び安全対策を整理するための検討を

行う。 

 
２ 現行の消防法令基準と課題 

（１） 現行の消防法令の基準について 

     消防法令や各市町村の火災予防条例においては、喫煙やこれを含む火気の使用について、

火災の予防のための基準が定められている。 
 
   ① 喫煙規制 

     紙巻たばこなどによる喫煙について、その行為等を制限しないと火災が発生するおそれ

があることから、消防法（昭和 23年法律第 186号）第３条及び第５条の３においては、消

防吏員が火災の予防に危険であると認めた場合に、喫煙を禁止等できる旨を規定している。 
 

     消防法第３条 

     （屋外における火災の予防又は消防活動の障害除去のための措置命令等） 

      消防長、消防署長その他の消防吏員は、屋外において火災の予防に危険であると認め

る行為者又は火災の予防に危険であると認める物件若しくは消火、避難その他の消防の

活動に支障になると認める物件の所有者、管理者若しくは占有者で権原を有する者に対

して、次に掲げる必要な措置をとるべきことを命ずることができる。 

      第１号 

       火遊び、喫煙、たき火、火を使用する設備若しくは器具（物件に限る。）又はその使

用に際し火災の発生のおそれのある設備若しくは器具（物件に限る。）の使用その他こ

れらに類する行為の禁止、停止若しくは制限又はこれらの行為を行う場合の消火準備 

 

消防法第５条の３ 

     （消防吏員による防火対象物における火災の予防又は消防活動の障害除去のための措置

命令） 

      消防長、消防署長その他の消防吏員は、防火対象物において火災の予防に危険である

と認める行為者又は火災の予防に危険であると認める物件若しくは消火、避難その他の

消防の活動に支障になると認める物件の所有者、管理者若しくは占有者で権原を有する

者（特に緊急の必要があると認める場合においては、当該物件の所有者、管理者若しくは

占有者又は当該防火対象物の関係者。次項において同じ。）に対して、第３条第１項各号

に掲げる必要な措置をとるべきことを命ずることができる。 
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     また、消防法第 23条においては、市町村長が火災の警戒上特に必要があると認めた場合

に、期限を限って、一定区域内における喫煙を制限できる旨を規定している。 
 

     消防法第 23条 

     （たき火、喫煙の制限） 

      市町村長は、火災の警戒上特に必要があると認めるときは、期間を限つて、一定区域内

におけるたき火又は喫煙の制限をすることができる。 

 

     さらに、市町村において条例を制定する際に参考とする、火災予防条例（例）（昭和 36年

11 月 22日自消甲予発第 73号）第 23条、第 28条及び第 29条において、指定場所での喫煙

の制限及び火災予防上安全な場所での喫煙を規定している。 
 

     火災予防条例（例）第 23条 

     （喫煙等） 

      次に掲げる場所で、消防長（消防署長）が指定する場所においては、喫煙し、若しくは

裸火を使用し、又は当該場所に火災予防上危険な物品を持ち込んではならない。ただし、

特に必要な場合において消防長（消防署長）が火災予防上支障がないと認めたときは、こ

の限りでない。 

        

     火災予防条例（例）第 28条 

     （作業中の防火管理） 

     第５項 

      作業現場においては、火災予防上安全な場所に吸殻容器を設け、当該場所以外の場所

では喫煙してはならない。 

 

     火災予防条例（例）第 29条 

     （火災に関する警報の発令中における火の使用の制限） 

      火災に関する警報が発せられた場合における火の使用については、次の各号に定める

ところによらなければならない。 

      第４号 

       屋外においては、引火性又は爆発性の物品その他の可燃物の附近で喫煙をしないこ

と。 

      第５号 

       山林、原野等の場所で、火災が発生するおそれが大であると認めて市（町・村）長が

指定した区域内において喫煙をしないこと。 

      第６号 

       残火（たばこの吸殻を含む。）、取灰又は火粉を始末すること。 
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   ② 危険物施設の火気規制 

     危険物は火気等に容易に着火する危険性があることから、危険物の規制に関する政令

（昭和 34年政令第 306号）第 24条においては、危険物施設において、みだりに火気を使

用しないことや、可燃性蒸気が滞留するおそれのある場所では、火花を発する機械器具等

を使用しないことと規定されている。 

     また、各市町村の火災予防条例に規定される指定数量未満の危険物の貯蔵及び取扱いの

技術上の基準においても、危険物を貯蔵し、又は取り扱う場所においては、みだりに火気

を使用しないこととされている。 

このため、紙巻たばこによる喫煙やライター等の喫煙具の使用は、「火気」に該当するも

のとして取り扱われている。 

 

     危険物の規制に関する政令第 24条 

     （製造所等においてする危険物の貯蔵及び取扱いのすべてに共通する技術上の基準） 

      第２号 

       製造所等においては、みだりに火気を使用しないこと。 

      第 13号 

       可燃性の液体、可燃性の蒸気若しくは可燃性のガスがもれ、若しくは滞留するおそ

れのある場所又は可燃性の微粉が著しく浮遊するおそれのある場所では、電線と電気

器具とを完全に接続し、かつ、火花を発する機械器具、工具、履物等を使用しないこと。 

 

（２） 課題 

     加熱式たばこの消防法令上の取扱いについては、各消防本部の運用上、疑義が生じてお

り、以下の課題について整理することが求められている。 
 
   ① 喫煙規制における課題 

     喫煙規制において、「マッチ、ライター等で点火し、喫煙する一連の行為」を喫煙と位置

付け、加熱式たばこは喫煙規制の対象外ではないかと考えている消防本部がある。一方で、

現時点では、加熱式たばこの火災発生危険が明確ではなく判断基準がないことから、加熱

式たばこは喫煙規制の対象ではないかと考えている消防本部があり、消防本部により見解

が異なっている。また、加熱式たばこが紙巻たばこと見分けられないことを指導上の課題

と考えている消防本部がある。これらのことから、火を使用せず燃焼しないこととされて

いる加熱式たばこの火災発生危険及び消防関係法令上の喫煙の扱いについて整理する必

要がある。 
 
   ② 危険物施設の火気規制における課題 

     加熱式たばこは、たばこ葉等を加熱して使用するものであることから、危険物施設での

加熱式たばこの使用について、消防本部において、加熱式たばこが消防法令上の火気に該

当するか否かが明確となっておらず、消防法令上の取扱いについて疑義が生じており、危
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険物施設関係者への指導や立入検査時に使用を確認した場合の違反処理について方針を

明確にする必要があるといった意見がある。 

     また、一般利用者が出入りするガソリンスタンドの関係事業者団体からは、危険物を貯

蔵し、又は取り扱う場所において加熱式たばこを使用することについて、消防法令上の取

扱いが明確となっていないことや、ガソリンスタンドで喫煙が可能であるという誤ったメ

ッセージを与えかねない等といった、施設運営上の課題や懸念があるといった意見がある。 

     これらのことから、危険物施設や指定数量未満の危険物を貯蔵し、又は取り扱う施設（以

下「少危施設」という。）における加熱式たばこの取扱いについて、消防法令や火災予防条

例上の考え方や、危険物施設側の安全管理のあり方等について整理する必要がある。 

 
３ 検討項目及びスケジュール 

（１） 検討項目 

     検討項目は次に示すものとする。 
     ア たばこを原因とする火災（以下「たばこ火災」という。）の実態について 
     イ 加熱式たばこの火災発生危険及び安全装置について 
     ウ 紙巻たばこと加熱式たばこの火災発生危険の比較検証について 
     エ 危険物施設における加熱式たばこの取扱いについて 
 

（２） 検討スケジュール 

以下のとおり検討会を３回開催し、検討を行った。 

開催日 主な検討内容 
第１回 平成 30年７月 25日（水） ・たばこ火災の実態について 

・事業者提出資料に基づく火災発生危険の

比較について 

・比較検証実験（案）について 

・危険物施設における加熱式たばこ等の取

扱いに係る検討の進め方について 

第２回 平成 30年 10月４日（木） ・たばこ火災の実態（季節変化）について 

・事業者提出資料に基づく加熱式たばこの

安全装置等について 

・比較検証実験内容について 

・危険物施設における加熱式たばこの取扱

いについて 

第３回 平成 31年１月 15日（火） ・たばこ火災の実態（湿度変化）について 

・比較検証実験結果の報告について 

・加熱式たばこ等の安全対策検討会報告書

（案）について 
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４ 検討の実施体制 

検討会の構成員は次のとおりである。 
 
  【座長】 
   ・関澤 愛    東京理科大学総合研究院教授 
 
  【座長代理】 
   ・松山 賢    東京理科大学国際火災科学研究科火災科学専攻教授 
 
  【委員】 
   ・島沢 二三子  主婦連合会 

   ・関 琢史    一般社団法人日本たばこ協会事務局長 

   ・武田 基樹   全国たばこ販売協同組合連合会総務部長 

   ・竹田 和弘   一般社団法人電池工業会二次電池第２部会技術委員会委員 

   ・千葉 博    公益財団法人日本防炎協会技術部審議役兼試験室長 

   ・谷山 明子   東京消防庁予防部査察課長 

   ・塩谷 雅彦   千葉市消防局予防部予防課長 

   ・小川 晶    川崎市消防局予防部危険物課長 

   ・田村 裕之   消防大学校消防研究センター大規模火災研究室長 

 
  【オブザーバー】 
   ・日本たばこ産業株式会社 

   ・フィリップモリスジャパン合同会社 

   ・ブリティッシュ・アメリカン・タバコ・ジャパン合同会社 
 
  【事務局】 
   ・消防庁予防課 
   ・消防庁危険物保安室 

  



6 
 

第２章 加熱式たばこの実態等 

 

１ 加熱式たばこ等の区分 

紙巻たばこ及び加熱式たばこの関係法令上の扱いについて整理すると表１のとおりとなる。 
なお、たばこを模したものとして、電子たばこと呼ばれる機器が流通しているが、電子たば

こについては本検討の対象としていない。 

 
表１ 加熱式たばこ等の区分 

 

 

２ 事業者提出資料等に基づく加熱式たばこの安全装置等 

資料１～３の事業者提出資料等に基づき紙巻たばこと加熱式たばこ３製品の火災発生危険を

比較し整理すると、表２のとおり燃焼を伴わないこと、加熱部分が露出していないこと及び消

火の必要がないことなど紙巻たばこと比較して加熱式たばこ３製品の火災発生危険が低いこ

とがわかった。なお、加熱式たばこには製品の規格や統一的な基準は定められていない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

紙巻たばこ 加熱式たばこ 

たばこ税法（昭和 59年

法律第 72号）の適用 
適用あり 適用あり 

たばこ税法における 

製造たばこの区分 

喫煙用の製造たばこ 

紙巻たばこ 

（第２条第２項第１号イ） 

喫煙用の製造たばこ 

加熱式たばこ 

（第２条第２項第１号ホ） 

たばこ税法取扱通達 

（昭和 60年 3月 4日付

間消 3－5ほか 1課共同

「たばこ消費税法の施

行に伴う同法の取扱い

について」の別冊） 

紙巻たばこ 

 紙その他たばこを含まないものによ

って巻かれた製造たばこをいう。 

加熱式たばこ 

 たばこ又はたばこを含むものを燃焼

せず、加熱（水その他の物品を加熱す

ることによる加熱を含む。）して、た

ばこの成分を吸引により喫煙し得る状

態に製造された製造たばこをいう（水

パイプで喫煙するための製造たばこを

除く。）。 

燃焼の有無 あり なし 
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表２ 事業者提出資料等に基づく紙巻たばこと加熱式たばこの火災発生危険の比較 

※ 参考文献：新火災調査教本第６巻（東京消防庁）平成 14年 3月 

 
また、加熱式たばこ３製品には表３及び４のとおり、紙巻たばこにはない様々な安全対策が施

されていることがわかった。 
一方で、参考資料１及び２のとおり加熱式たばこの新製品が今後発売されていくこと、また、

加熱式たばこのカートリッジ等を使用することができる互換品が市場に出回っていることから、

これらの安全対策の確認が今後の課題となる。 
  

 紙巻たばこ 

加熱式たばこ 

IQOS 2.4PLUS 

 
 
 
 
 

 

Ploom TECH 

 

 
 

 

glo 

 
 
 
 
 

 
燃焼の有無 あり なし なし なし 

煙の有無 あり なし なし なし 

火種の有無 あり なし なし なし 

加熱・燃焼部の 
露出状況 

露出 露出なし 露出なし 露出なし 

加熱・燃焼部の 
温度 

700～800℃R

※
 

350℃以下 
（加熱ブレード） 

250～290℃ 
（ヒーター） 

240±5℃ 
（ヒーター） 

機器の外周部の 
温度 

- 61℃以下 
40℃未満 

（約 25～30℃） 
およそ 25℃ 

（装置外部最高温度 48℃） 

カートリッジ等

の 
外周部の温度 

200～300℃R

※
 

120℃以下 
（キャップ内の非露出部分） 

約 30℃ 40～60℃ 

吸殻等の 
消火処置 

消火必要 不要 不要 不要 

吸殻等の 
廃棄方法 

喫煙後に消火せず

にごみ箱に捨てる

と火災になる危険

あり 

使用後、温度は急速に低下

し、たばこスティックをその

ままごみ箱に捨てても火災危

険なし 

使用後、温度は急速に低下

し、カプセル部をそのままご

み箱に捨てても火災危険なし 

使用後、スティックをそのま

まごみ箱に捨てても火災危険

なし 

安全装置等の 
有無 

なし あり あり あり 
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表３ 事業者提出資料等に基づく加熱式たばこの安全装置等（その１） 

 

加熱式たばこ 

IQOS 2.4PLUS 

 

 

 

 

 

 

Ploom TECH 

 

 
 

 

glo 

 
 
 
 
 

 

異物と接触したり、 

異物を取り付けた場合の

安全措置 

・加熱ブレードは内部に格納さ

れ、異物が容易に接触しない

構造 

・異物を装填しようとすると、

多くの場合、加熱ブレード自

体を破損し、加熱不能 

・万が一、装填された場合も、

加熱ブレードの加熱状況・温

度を常に監視する電子制御を

しており、設定温度以上に過

熱された場合に、加熱ブレー

ドオフ機能が作動し過熱を停

止 

・ヒーターは露出しておらず、

可燃物が容易に接触できない

構造 

・吸引を検知した場合のみヒー

ターに通電し作動 

・加熱部はデバイスの内側に位

置し、異物が容易に接触しな

い構造 

・スティック挿入の穴は直径

6mm以下と小さいため、異物

を挿入するのは困難 

・加熱部の電圧は常に計測され

ており、異物が入ってしまっ

た場合は加熱を中断 

加熱部の温度制御と 

安全対策 

・加熱ブレードの最高温度が

350℃以下となるように電子

制御 

・加熱ブレードオフ機能 

・プリント回路板に二重のフェ

ールセーフスイッチがあり、

加熱ブレードへの電流を自動

停止 

・バッテリー自体の電流遮断装

置（CID）による電源供給を

完全に遮断 

・吸引を検知した場合のみヒー

ターに通電し作動 

・吸い方によらず、ヒーター温

度が 250～290℃に達するよう

設計 

・バッテリーに内蔵されたファ

ームウェアーによる通電防止 

・バッテリーに内蔵された過電

流保護回路が電流を遮断 

・異常発生を LEDによりユーザ

ーにお知らせ 

・満充電の状態で、全ての仕様

が機能せず加熱継続した場合

も機器外周部の温度は最大約

155℃ 

・プリント基板に加熱を中断す

るソフトウエアが組み込まれ

ており、異常発生時に、加熱

部への電源供給を遮断 

・温度の急上昇・急下降や加熱

部の温度の不一致を感知する

ことにより異常加熱を防止す

る安全機能を複数備える 

日常のメンテナンスの 

要否 

約１パック（20本）使用ごと

にホルダーをクリーニング 

（性能を維持し、安定した味わ

いを楽しむため） 

不要 

１パック終わったらクリーニン

グ 

（付着物を除去し、嫌なニオイ

の元を取り除く） 

機器の保証期間等 
６か月 

（機器登録で最大 12か月） 
１年間 12か月 

機器の部品交換等の 

可否 
交換等不能な構造 交換等不能な構造 交換等不能な構造 
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表４ 事業者提出資料等に基づく加熱式たばこの安全装置等（その２） 

 

加熱式たばこ 

IQOS 2.4PLUS 

 

 

 

 

 

 

Ploom TECH 

 

 
 

 

glo 

 
 
 
 
 

 

落下・衝撃 

・使用中に落としたりすること

を想定し、高さ１ｍ及び 0.5ｍ

から落とす３種類の落下試験

を実施し、異常加熱等の火災

につながる不具合が生じない

ことを確認 

 （参考規格：IEC60068-2-31） 

・使用中に落としたりすること

を想定し、1500mmの高さから

鋼板またはコンクリートの床

に３回落下させる試験を実施

し、異常加熱等の火災につな

がる不具合が生じないことを

確認 

 （参考規格：IEC60068-2-31） 

・衝撃試験（0.5J✕３回）を実

施し、異常加熱等の火災につ

ながる不具合が生じないこと

を確認 

 （参考規格：IEC60335-1） 

・落下等の衝撃を受けた際の安

全性について IEC規格に基づ

いた独自の試験により安全性

を証明 

 （参考規格：IEC60335-1） 

・火災発生危険の観点について

は、第三者機関による

IEC60335-1の評価を受けて

いる。 

耐荷重・曲げ強度 

・ホルダーのバッテリー部分の

剛性を保つため、アルミニュ

ウムの胴部に内蔵 

・上に物を置いたり、踏んだり

すること等を想定し、直径

30mm円形の平面にて 250Nの静

荷重を５秒間かける試験を行

い、異常加熱等の火災につな

がる不具合が生じないことを

確認 

 （参考規格：IEC60950-1） 

・筐体は剛性の高い厚さ 0.2mm

のステンレスを使用 

水没 

・30分間水深１ｍに水没させる

試験を行い、異常加熱等の火

災につながる不具合が生じな

いことを確認 

 （水没後は使用できなくなる

がバッテリー部分について

も漏電等の危険な状況にな

らない） 

 （参考規格：IEC60529） 

・30分間水没させる試験を実施

し、水没後及び水没後１時間

経過後に異常加熱等の火災に

つながる不具合が生じないこ

とを確認 

 （参考規格：IEC60529） 

・IEC規格に基づいた独自の試

験により安全性を証明、IP54

準拠 

 （参考規格：IEC60529） 

バッテリーの種類 リチウムイオン充電池を内蔵 リチウムイオン充電池を内蔵 リチウムイオン充電池を内蔵 

バッテリーの安全性能 

・電池の安全基準である

IEC62133の要求事項を満た

し、国際航空運送協会

（IATA）が定めている基準を

満たす 

・電池の安全基準である

IEC62133の要求事項を満たす 

・異常発熱したとしても、電池

容量が約 200ｍAhと小さいた

め発熱時間は短く、また、火

災の原因となるほど温度が上

昇しない 

・電池の安全基準である

IEC62133の要求事項を満た

す 
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３ たばこ火災の実態分析 

たばこ火災について、多くの死者が発生している住宅における火災の発生状況に着目し以下

のとおり、平成 19 年から平成 29 年までの 11 年間の実態を分析した（以下この項に掲載の図

並びに表の分析対象期間は平成 19年から平成 29年とし、期間の記載を省く。また、死者数は

放火自殺者等を除く。）。 

 

（１） たばこ火災の実態分析 

① 住宅におけるたばこ火災の件数と死者数 

   住宅におけるたばこ火災の件数及び死者数は、図１のとおりどちらも減少傾向にある。 

 

 

図１ 住宅におけるたばこ火災の件数と死者数の推移 

 

② 住宅におけるたばこ火災の発生経過別の件数と死者数 

   火災の発生経過に着目して件数を分析すると、図２及び３のとおりたばこの不適切な場

所への廃棄、吸殻等の消火不十分や消し忘れによる火災と喫煙中のたばこを落としたりし

たことによる火災が多いことがわかる。 

 

  

2,243 

2,045 2,023 

1,902 
1,930 

1,750 
1,706 

1,632 
1,517 1,451 

1,420 

229 

206 
193 

173 
160 158 

141 

161 

125 

146 

114 

0

50

100

150

200

250

300

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

火災件数 死者数（件） （人） 
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図２ 住宅におけるたばこ火災の発生経過別の件数 

 

 

図３ 住宅におけるたばこ火災の発生経過別の件数の推移（上位６位） 

6,875 
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1,318 
1,046 

894 
780 

520 
145 
125 
104 
84 
27 
22 
18 
17 
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10 
4 
2 
2 
2 
1 
1 
1 

786 
338 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

不適当なところに捨て置く
火源が転倒落下する

消したはずのものが再燃する
残り火の処置が不充分
火源が動いて接触する

放置する，忘れる
容器から火種がこぼれる

高温物が触れる
可燃物が火源の上に転倒落下する

可燃物が動いて火源に触れる
容器（着火物用）が破損腐食する

本来の用途以外の不適の用に用いる
引火する

火の粉が散る遠くへ飛火する
余熱で発火する

放火，火遊び以外で無意識に火をつける
考え違いにより使用を誤る

過熱する
伝導過熱する

反応が急激に起こる
輻射を受けて発火する

材質が不良である
器具を可燃物と共に可燃物の中にしまいこむ

スパークする
炭火がはねる高温の飛沫が飛ぶ

着火物が漏洩する
その他
不明

752

657 646

673
692

577

627

589 579
554

529

731
677 686

562

629
633

552
543

485 480 478

175
161 172 168
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69
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84
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捨て置く
火源が転倒落下
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不充分
火源が動いて接

触する
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➢不適当なところに捨て置く 

  例）：消えてないたばこをごみ箱に直接捨てて出火 

➢火源が転倒落下する 

  例）：喫煙中のたばこを落とし出火 

➢消したはずのものが再燃する 

  例）：消したはずのたばこから出火 

➢残り火の処置が不充分 

  例）：たばこを完全に消火しなかったため出火 

➢火源が動いて接触する 
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により出火 

（件） 

（件） 
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   また、発生経過に着目して死者の発生状況を分析すると、図４及び５のとおり喫煙中にた

ばこを落としたりしたことによる死者が最も多いことがわかる。 

  

 
図４ 住宅におけるたばこ火災の発生経過別の死者数 

 

 

図５ 住宅におけるたばこ火災の発生経過別の死者数の推移（上位６位） 
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③ 住宅におけるたばこ火災の着火物別の件数と死者数 

   火災時の着火物に着目して件数を分析すると、図６及び７のとおり寝たばこと推定され

るふとん、座ぶとん、寝具（以下「布団類」という。）に着火した火災が最も多く、次いで、

ごみ屑や紙屑・わら屑に着火した火災が多く発生している。 

 

  
図６ 住宅におけるたばこ火災の着火物別の件数 

 

 

図７ 住宅におけるたばこ火災の着火物別の件数の推移（上位６位） 
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   また、火災時の着火物に着目して死者の発生状況を分析すると、図８及び９のとおり布団

類に着火した寝たばこと考えられる死者が最も多いことがわかる。 

  

    

図８ 住宅におけるたばこ火災の着火物別の死者数 

 

図９ 住宅におけるたばこ火災の着火物別の死者数の推移（上位６位） 
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④ 住宅におけるたばこ火災の年代別の死者数 

   たばこ火災の死者において、65歳以上が占める割合は増加傾向にあり、平成 29年では全

体の概ね７割を占めている。一方で、40歳未満の死者数は少ないことがわかる。 

 

 

図 10 住宅におけるたばこ火災の年代別の死者数の推移 

 

⑤ 住宅におけるたばこ火災の季節変化 
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図 11 住宅におけるたばこ火災の件数・死者数（月別平均） 

 

 

図 12 住宅火災の件数・死者数（月別平均） 
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   なお、平成 29年中の住宅におけるたばこ火災は 1,420件であり、住宅火災全体（11,408

件）の 12.4％を占めている。 

  

図 13 住宅におけるたばこ火災の件数の推移（季節別） 

 

 
図 14 布団類に着火した住宅におけるたばこ火災の件数の推移（季節別） 
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図 15 住宅火災の件数の推移（季節別） 

 

 

図 16 布団類に着火した住宅火災の件数の推移（季節別） 
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   季節で見るとたばこ火災による死者は、件数と同様に冬（1,2,12 月）が毎年多く、次い

で、春（3-5月）、秋（9-11月）、夏（6-8月）の順になっており、布団類に着火した火災も

同様の傾向がある。また、住宅火災全体でも同様の傾向がある。 

   なお、平成 29 年中の住宅におけるたばこ火災の死者数は 114 人であり、住宅火災全体

（889 人）の 12.8％を占めている。 

 
図 17 住宅におけるたばこ火災の死者数の推移（季節別） 

 

 

図 18 布団類に着火した住宅におけるたばこ火災の死者数の推移（季節別） 
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図 19 住宅火災の死者数の推移（季節別） 

 

 

図 20 布団類に着火した住宅火災の死者数の推移（季節別） 
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⑥ 住宅におけるたばこ火災と相対湿度の関係 

   相対湿度別の住宅火災全体及びたばこ火災の発生件数を整理すると、表５及び図 21のと

おり住宅火災全体とたばこ火災及び布団類に着火したたばこ火災の発生傾向は同様である。 

 
表５ 相対湿度別の住宅火災と住宅におけるたばこ火災の件数 

相対湿度 

住宅火災 
住宅における 

たばこ火災 

住宅における 

たばこ火災 

（着火物：布団類） 

件数 
割合 

(不明除く。) 
件数 

割合 

(不明除く。) 
件数 

割合 

(不明除く。) 

10％以下 706 0.5% 60 0.3% 21 0.3% 

11-20％ 975 0.6% 140 0.7% 34 0.5% 

21-30％ 4,446 2.8% 625 3.2% 155 2.5% 

31-40％ 11,224 7.2% 1,589 8.1% 454 7.3% 

41-50％ 20,150 12.9% 2,841 14.5% 813 13.1% 

51-60％ 26,449 16.9% 3,520 18.0% 1,087 17.6% 

61-70％ 28,354 18.1% 3,706 18.9% 1,201 19.4% 

71-80％ 24,904 15.9% 2,910 14.9% 980 15.8% 

81-90％ 21,161 13.5% 2,407 12.3% 831 13.4% 

91％以上 17,983 11.5% 1,778 9.1% 607 9.8% 

不明 820  43  16  

合計 157,172  19,619  6,199  

  

 

図 21 相対湿度別の住宅火災と住宅におけるたばこ火災の割合 
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（２） たばこ火災の実態分析結果 

   住宅におけるたばこ火災では、布団類に着火したと思われる火災が多く、布団類に着火す

ると死者の発生につながる。また、消えていないたばこをごみ箱等に直接捨てたり、喫煙後

の消火が不十分なことにより火災が発生する例が多い。 

   また、住宅におけるたばこ火災は冬に多く発生し、夏は少なく、死者数も同様の傾向にあ

り、この傾向は、住宅火災全体の傾向と概ね同様である。 

   これらのことから、加熱式たばこの火災発生危険は、紙巻たばこで死者の発生につながり

やすい寝たばこを想定した実験やごみ箱への直接廃棄、消火不十分を想定した実験を行う

ことで比較できると考えられる。 

   なお、平成 29年中の住宅火災全体に占めるたばこ火災の件数の割合は 12.4％、死者数の

割合は 12.8％となっている。 

 
４ 危険物施設における「たばこ」・「ライター」に起因する事故発生状況 

平成 20 年から平成 29 年までの 10 年間に発生した危険物施設における事故データから、「た

ばこ」及び「ライター」をキーワードとして火災事例を抽出し、「たばこ」等に起因する事故発

生状況を調査した。 

「たばこ」に関連する火災事例は 38件確認されたが、喫煙中に出火した事例はなく、全ての

事例が吸い殻の不始末により出火し、ごみ箱や周囲の可燃物を焼損させたものであった。 

「ライター」に関連する火災事例は 20件確認され、たばこに火をつけようとした際にライタ

ーの裸火により可燃性蒸気に引火し、出火した事例が１件確認された。その他の火災事例は、照

明の代わりにライターを点火させ、可燃性蒸気に引火した事例や放火による事例等であった。

（事故事例の詳細は資料４参照） 

 

 ５ 危険物施設における加熱式たばこの運用状況等について 

（１） 危険物関係事業者における運用状況 

   危険物施設における加熱式たばこの使用に関する事業者の運用状況について、関係事業

者団体への聞き取り調査を実施した。 

 

① 調査対象 

   （聴取先）以下の８団体 

    石油連盟、（一般社団法人）日本化学工業協会、石油化学工業協会、 

（一般社団法人）日本鉄鋼連盟、電気事業連合会、公益社団法人全日本トラック協会、 

日本危険物物流団体連絡協議会、日本塗料商業組合 

 

   ② 聴取内容 

     ・危険物施設において、加熱式たばこはどのような場所で使用しているか。 

     ・危険物施設における加熱式たばこの使用について、紙巻たばこと異なる取扱いとする

ニーズはあるか。 
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     ・事業所内に高圧ガス施設が設置されている場合、当該施設における加熱式たばこの使

用は、どのような取扱いか。 

 

   ③ 聴取結果 

     調査した全ての関係事業者団体からは、 

・従来の紙巻たばこと同様に、施設内の喫煙所等で使用している。 

・紙巻たばこと同様の取扱いとすることに支障は生じておらず、異なる取扱いとする 

必要性はない。 

・高圧ガス施設が設置されている場合、危険物施設と同様に、喫煙所等で使用している。 

     という回答であった。 

 

（２） 加熱式たばこメーカーの運用状況 

   ２に示す加熱式たばこ（IQOS、Ploom TECH、glo）を製造するメーカー３社では、製品の

ユーザーガイドにおいて、危険物を貯蔵し、又は取り扱う場所での使用に関連した注意事項

を記載し、注意喚起を行っていることがわかった。 

 

 ① IQOSユーザーガイドにおける記載内容 

   （警告） 

    「燃えやすいもの、液体、ガスがある場所や酸素が使用されている特殊な場所では、

IQOSデバイスを使用しないでください。」 

 

 ② Ploom TECHユーザーガイドにおける記載内容 

     （禁止） 

     「Ploom TECHに関連する全てのアイテムを引火性のもの（ベンジン、シンナー、スプレ

ー、整髪料など）の近くで使用しない。」 

 

   ③ gloユーザーガイドにおける記載内容 

     （危険） 

     「本製品及び関連する付属品を引火性のもの（ベンジン・シンナー・スプレー・整髪料な

ど）や可燃性のもの（たとえば寝具）の近くや、火がつきやすい環境（ガソリンスタン

ドなど）で、使用・充電しないでください。爆発や火災の原因となります。」 

 

（３） その他の分野における運用状況（参考） 

   （１）から、危険物施設や高圧ガス施設では、加熱式たばこの使用は、従来の紙巻たばこ

と同様に取り扱われていたが、本検討における参考として、危険物施設以外の他の施設（航

空や鉄道の関連施設）における運用状況を確認するため、事業者のホームページ等を調査し

たところ、危険物施設等における運用と同様の取扱いであることがわかった。 
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 ① 空港・航空機内での取扱い 

大手航空会社のホームページにおいては、航空機内での加熱式たばこの使用は、従来の紙

巻たばこと同様に行わないよう求めている。なお、航空機内への加熱式たばこの持ち込みに

ついては、他の電子機器と同様に認められているが、預け手荷物に入れてはならないことと

されている。 

また、一部の空港のホームページにおいては、通常の喫煙と区別がつきにくい加熱式たば

こは、空港内の禁煙エリアにおける使用を控えるよう求めている。 

 

 ② 駅舎・電車内での取扱い 

大手鉄道会社のホームページにおいては、駅、電車内での加熱式たばこの使用については、

周囲の客の快適性を損なうおそれがあること、喫煙していると誤解を招きかねず客同士のト

ラブルにつながる恐れがあることなどから、禁煙エリアでの使用を控えるよう求めている。 
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第３章 比較検証実験 

 

１ 実験の対象とする加熱式たばこ等 

（１） 実験の対象とする加熱式たばこ等 

     実験の対象として使用する加熱式たばこ及び比較用紙巻たばこは以下のとおり。 

   ａ）加熱式たばこ 

No 銘柄 製造元（又は販売元） 

１ IQOS 2.4PLUS 

「マールボロ・ヒートスティック・メンソール」 

フィリップモリスジャパン 

合同会社 

２ glo 

「ケント・ネオスティック・インテンスリー・フレッシュ」 

ブリティッシュ・アメリカン・

タバコ・ジャパン合同会社 

３ Ploom TECH 

「メビウス・レギュラー・フォー・プルームテック」 

日本たばこ産業株式会社 

ｂ）比較用紙巻たばこ 

No 銘柄 製造元（又は販売元） 

４ メビウススーパーライト 日本たばこ産業株式会社 

 

 

             IQOS 2.4PLUS          glo 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ploom TECH      メビウススーパーライト 

                         比較用紙巻たばこ 

図 22 実験の対象とする加熱式たばこ等 
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（２） 計測器・治具類 

  ・熱電対：Ｋ熱電対 素線径φ0.32mm（日本サーモセンサ(株)製） 

熱電対用温度記録計：ＧＬ800（グラフテック(株)製) 

・赤外線サーモグラフィーカメラ：ＴＶＳ-２００ＥＸ（日本アビオニクス(株)製） 

・吸引ポンプﾟ：ＭＰΣ300ＮⅡ（柴田科学(株)製） 

・ＯＮ-ＯＦＦタイマーと電磁弁を用いた流路切替治具 

 
２ 比較検証実験の概要と結果 

加熱式たばこと紙巻たばこの火災発生危険を比較する実験の概要とその結果を整理すると以

下のとおりとなる。なお、実験の詳細については資料５のとおり。 

（１） 加熱式たばこの基礎データの測定 

① 実験概要 

   加熱式たばこ３製品と比較用の紙巻たばこの外周部と内部の温度を測定するとともに、

サーモグラフィーカメラにより撮影し温度を可視化する。 

 

 

図 23 測定装置の外観 

 

② 結果 

〇 IQOS 2.4PLUSと gloは喫煙前の準備作業としてヒーター加熱時間（IQOS 2.4PLUS：

20 秒、glo：40 秒、Ploom TECH は無し）が設けられているが、吸引前の加熱準備段階

では表面温度の上昇は確認できなかった。 
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〇 多少の違いはあるが、３製品とも表面の最高温度は数十度であり、各メーカーが提示

した最高温度（表２）を下回る値であった。 

 

 

図 24 表面各部の最高温度 

（IQOS 2.4PLUS） 

 

 

図 25 最高温度を示した時のサーモ画像

（IQOS 2.4PLUS） 

 

 
図 26 表面各部の最高温度 

（glo） 

 

図 27 最高温度を示した時のサーモ画像 

（glo） 

 

 

図 28 表面各部の最高温度 

（Ploom TECH） 

 

 

図 29 最高温度を示した時のサーモ画像 

（Ploom TECH） 
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図 30 加熱式たばこの内部温度 
 

 

図 31 比較用紙巻たばこの火点温度とたばこ表面温度 

 

（２） 紙巻たばこと加熱式たばこの火災発生危険の比較実験：布団類の繊維に対する着火危険 

① 実験概要 

     実際に使用されたことで圧縮された布団（せんべい布団）を再現するため、特注の布団圧

縮治具（ネジによる締付け方式）を用いて、実験用の布団を厚さ 150 ㎜から 50㎜に圧縮し

て模擬のせんべい布団状態を作り出し、紙巻たばこがくん焼に至り易い状態にする。治具

の上面開口部（４か所）に、加熱式たばこ３製品と比較の紙巻たばこを置き、くん焼の有無

を確認する。 

No. 布団詰物 
布団 

調湿条件 

布団 

圧縮条件 

比較用 

紙巻たばこ 

繰り

返し 

１ 綿 100% 

（充填量 750g) 50℃12Hr後に 

23℃55%24Hr 

圧縮率 

67% 

(150mm⇒50mm) 

無し １回 

２ 有り ３回 

３ 綿 70%＋ﾎﾟﾘ 30%混紡 

(充填量 700g) 

無し １回 

４ 有り ３回 
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図 32 治具による布団圧縮状況 図 33 治具上面開口部のたばこ設置状況 

 

   図 34 実験装置（布団類の繊維に対する着火危険）の外観 

 

② 結果 

〇 綿 100%の布団（圧縮率 67%；厚さ 150mm⇒50mm）を用いた平置きくん焼実験では、

紙巻たばこが３／３本くん焼したが、加熱式たばこは３製品とも全てくん焼には至ら

なかった。 

〇 ポリ 30%＋綿 70%の混紡布団（圧縮率 67%；厚さ 150mm⇒50mm）を用いた平置きくん

焼実験では、紙巻たばこ、加熱式たばこ３製品とも全てくん焼には至らなかった。な

お、紙巻たばこはシガレットが全長燃焼した後自然消火した。 

〇 加熱式たばこを 55ml／２秒間の条件で１回吸引後に布団の上に放置したが、最高温

度は、２（１）の結果と同様に数十度程度であった。 
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図 35 実験時の状況とサーモ画像 

 

（３） 紙巻たばこと加熱式たばこの火災発生危険の比較実験：布団＋タオルケット被覆置き 

① 実験概要 

     ２（２）の布団単品の時と同様に布団圧縮治具を用いて、模擬のせんべい布団状態を作り

だし、治具の上面開口部（４か所）に加熱式たばこ３製品と比較の紙巻たばこを置く。タオ

ルケットの保温効果で布団単品の時よりくん焼に至り易い状態になることが期待できるの

で、投入した加熱式たばこと紙巻たばこが隠れるようにタオルケットを置いて被覆し、そ

の状態でのくん焼の有無を確認する。 

 

タオルケット被覆前のたばこ設置状態     タオルケット被覆後の状態 

図 38 検体たばことタオルケットの設置状況 

 

 

 

図 36 綿 100％布団を用いた実験のくん焼回数 

 

 

図 37 混紡布団を用いた実験のくん焼回数 
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② 結果 

綿 100%の布団（圧縮率 67%；厚さ 150mm⇒50mm）を用い、綿 100%厚手のタオルケットを２

回折り（４枚重ね）で被覆したくん焼実験では、紙巻たばこが１/１本くん焼したが、加熱

式たばこは３製品とも全てくん焼には至らなかった。被覆による保温効果を期待して確認

したが、くん焼の有無に関しては、同じ条件の布団を用いた平置きの試験と同じ結果であっ

た。 

 

 

図 39 くん焼回数 

 

 

図 40 実験の状況 

 

（４） 紙巻たばこと加熱式たばこの火災発生危険の比較実験：紙ごみ等に対する着火危険 

① 実験概要 

喫煙直後の吸殻（カートリッジ）を誤ってゴミ箱に捨ててしまった事を想定した実験を行

う。市販のプラスチック製ゴミ箱に、丸めたティッシュ入れておき、もみ消した紙巻たばこ

の吸殻 15本と加熱式たばこのカートリッジ１本を投入してくん焼の有無を確認する。 

 

 

    図 41 実験装置（紙ごみ等に対する着火危険）の外観 
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② 結果 

〇 加熱式たばこは３製品とも、投入後すみやかに温度が下がり、一緒に投入した吸殻

やゴミ箱の中の紙ごみは変化が見られなかった。 

〇 比較用として投入した紙巻たばこメビウスのみ、１／３回延焼が継続した。メビウ

スの残り２／３回については、一部の吸殻は延焼したが、その後紙ごみが自己消火し

たので、延焼無しとした。 

 

 

 

図 42 紙ごみ延焼継続回数 

 

 

図 43 実験時の状況とサーモ画像 

 

（５） 紙巻たばこと加熱式たばこの火災発生危険の比較実験：紙巻たばこのみ集めた灰皿に使

用直後の加熱式たばこのカートリッジを投入することに対する着火危険 

① 実験概要 

喫煙直後の加熱式たばこカートリッジが、灰皿に放置された紙巻たばこの着火源になる

かどうかを確認する実験を行う。ステンレス製の灰皿に紙巻たばこの吸殻 15本をランダム

に置き、その上に喫煙直後の加熱式たばこのカートリッジ１本を投入して、灰皿の紙巻たば

こがくん焼するかどうかを確認する。 



33 
 

 

図 44 実験装置（灰皿に使用直後の加熱式たばこのカートリッジ投入）の外観 

 

② 結果 

〇 加熱式たばこは３製品とも投入後速やかに温度が下がり、吸殻には変化が見られなか

った。 

〇 比較用として投入した紙巻たばこメビウスは、３／３回吸殻の一部が延焼し、その後

延焼が停止した。 

 

 

図 45 灰皿の吸殻の延焼継続回数 
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図 46 実験時の状況とサーモ画像 

 

（６） 紙巻たばこと加熱式たばこの火災発生危険の比較実験：未使用の加熱式たばこのカート

リッジのみ集めた灰皿に燃焼している紙巻たばこを投入することに対する着火危険 

① 実験概要 

灰皿に放置された加熱式たばこカートリッジが、火のついた紙巻たばこを着火源とした

時の着火物になるかどうかを確認する実験を行う。ステンレス製の灰皿に未使用の加熱式

たばこのカートリッジ 15本を置き、その上に火のついた紙巻たばこ１本を投入して、灰皿

の加熱式たばこのカートリッジがくん焼するかどうかを確認する。 

灰皿には、未使用の加熱式たばこのカートリッジ（Ploom TECH 除く。）及び紙巻たばこを

フィルター部が外側を向くように交互に並べ、火のついた紙巻たばこを 90度で交わるよう

に、又は平行になるように置いた。Ploom TECHは長さが短いためランダムに置いた。 

 

 

図 47 実験装置（灰皿に燃焼している紙巻たばこ投入）の外観 
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図 48 90度で交わるように置いた場合   図 49 平行になるよう置いた場合 

 

② 結果 

〇 IQOS 2.4PLUS は３／３回とも表面の一部を変色させただけで、延焼には至らなかっ

た。又、IQOS 2.4PLUS に紙巻たばこを平行に置いた時は、紙巻たばこが途中で自己消

火した（１／１回）。 

〇 glo は紙巻たばこを 90 度で交わるように置いた場合２／２回延焼し、平行に置いた

場合は表面の一部を変色させたのみで、延焼には至らなかった（１／１ 回）。 

〇 Ploom TECH はカートリッジが紙巻たばこの火点との接触で溶けて穴が開き、傾ける

と内部の粉末が出てくる状態であった。 

〇 比較用として投入した紙巻たばこメビウスは、全て（３／３回）延焼し、延焼が継続

した。 

 

 

図 50 灰皿の吸殻の延焼継続回数 
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図 51 実験時の状況とサーモ画像 

３ 比較検証実験のまとめ 

加熱式たばこ３製品（IQOS 2.4PLUS、Ploom TECH、glo）に関する基礎データとして温度の計

測を行った結果、表面の最高温度は３製品とも数十度であり、各メーカーが提示した最高温度を

下回った。

また、たばこ火災が発生しやすい条件を再現し、紙巻たばこと加熱式たばこ３製品の火災発生

危険を比較する実験を以下のとおり行ったところ、紙巻たばこでは全ての実験においてくん焼

が確認されたが、加熱式たばこは３製品ともくん焼しなかった。

・ 寝たばこを想定した布団類の繊維に対する着火危険の比較実験

・ ごみ箱への直接廃棄を想定した紙ごみ等に対する着火危険の比較実験

・ 消火不十分を想定した使用直後の加熱式たばこのカートリッジを投入することに対する

着火危険の比較実験

さらに、加熱式たばこのカートリッジが着火物となり得るか確認するため、カートリッジに燃

焼している紙巻たばこを投入する実験を行ったところ、３製品のうち glo のみ延焼が確認され、

火源と接した場合には燃えることがわかった。
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第４章 まとめ 

１ 加熱式たばこ等の火災発生危険について 

 加熱式たばこ３製品（IQOS 2.4PLUS、Ploom TECH、glo）の火災発生危険及び安全装置等につ

いて、事業者提出資料等に基づき確認したところ、たばこ葉を燃焼させておらず、機器の外周部

の温度は数十度であり、様々な安全措置が施されていることがわかった。一方で、加熱式たばこ

には製品の規格や統一的な基準がなく、３製品のカートリッジを使用できる互換品や今後発売

される新製品等については、同等の安全対策が施されているかについて確認できていない。 

また、本検討会において、たばこ火災の実態分析結果に基づき、たばこ火災が発生しやすい条

件を再現し、紙巻たばこと加熱式たばこ３製品の火災発生危険を比較する実験を行ったところ、

加熱式たばこ３製品はいずれもたばこ火災を発生させないことがわかった。 

２ 加熱式たばこの防火安全対策の方針 

（１） 喫煙規制について

今回の検討会により、加熱式たばこ３製品については様々な安全対策に取り組まれてお

り、火災発生危険が紙巻たばこよりも低いことがわかった。このような安全対策に取り組ま

れた加熱式たばこが普及すれば、たばこ火災の低減に一定の効果がある。 

 一方、加熱式たばこに今後新たな製品や互換品の出現が想定されること等に鑑みれば、加

熱式たばこの使用について、現時点で消防法や火災予防条例（例）で定める喫煙規制の対象

外であると一律で判断することは困難である。将来的に、今回の検討会の検討内容を踏まえ

た安全性を確認するための規格や基準などによって客観的な評価が行われることとなった

際に、喫煙規制の適用について判断されることが望ましい。 

 なお、加熱式たばこに関する規格や基準などを検討する際には、適切な安全対策を講ずる

ことが重要であることから、消防庁及び消防本部の意見を聞いた上で策定されることが望

ましい。

（２） 危険物施設における火気規制について

加熱式たばこ本体の安全対策については、上記１のとおり、製品一般について一律に評価

することは困難であり、その使用を制限する必要のある火災発生危険を有するかどうかは、

危険物の物性、貯蔵・取扱いの状況等も踏まえ個別具体的に判断する必要があると考えられ

る。 

他方、各危険物施設において、危険物に着火する危険性のある製品か否かを見分け、事業

者から顧客への注意や、消防本部から危険物施設関係者への指導等を行うことは困難であ

る。 

こうした中、危険物施設における加熱式たばこの運用状況等を調べたところ、紙巻たばこ

と同様に施設内の喫煙所等で使用されており、異なる取扱いを望む声も今回の調査では見

られず、加熱式たばこ３製品のユーザーガイドにおいて、危険物を貯蔵し、又は取り扱う場

所で使用しないよう注意喚起が行われている。 
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これらのことを踏まえ、危険物施設における加熱式たばこの取扱いについては、火災発生

危険のある製品が使用される危険性を排除できないこと、加熱式たばこが使用された場合

に従来の紙巻たばこと見分けることができないこと等から、危険物を貯蔵し、又は取り扱う

場所において使用しない運用とすることが安全管理上適当である。 

今後、検討により得られた結論を踏まえ、消防本部、危険物施設事業者及び加熱式たばこ

のメーカー等が連携し、国民への広報啓発を行い、危険物施設の安全確保を推進する必要が

ある。 
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